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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
消
え
た
長
刀
鉾
（
映
画
村
探
偵
団
２
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
７
３
７
Ｇ

【
作
者
名
】

　
き
り
も
ん
じ

【
あ
ら
す
じ
】

　
（
シ
ナ
リ
オ
）
変
面
か
ら
手
紙
が
来
て
『
長
雨
に
祇
園
ば
や
し
が
コ
ン
チ
キ

チ
ン
、
長
刀
鉾
が
消
え
て
な
く
な
る
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。
ほ
ん
と
う
な
の
か

？
映
画
村
探
偵
団
６
人
が
動
く
！
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又
来
た
手
紙

○
映
画
村
、
大
店
街

　
　
　
雨
が
降
っ
て
い
る
。

　
　
　
待
機
中
の
撮
影
隊
。

　
　
　
木
村
と
高
田
は
町
娘
姿
。

　
　
　
亜
紀
と
太
一
は
遊
ん
で
い
る
。

高
田
「
う
っ
と
う
し
い
雨
や
ね
。
雨
予
定
や
わ
今
日
は
」

木
村
「
ず
い
ぶ
ん
押
し
て
る
か
ら
小
降
り
な
ら
決
行
よ
」

高
田
「
そ
う
な
ん
？
」

　
　
　
山
本
と
原
田
が
侍
の
姿
で
現
れ
る
。

　
　
　
６
人
、
セ
ッ
ト
脇
に
集
ま
る
。

○
同
、
セ
ッ
ト
脇

　
　
　
６
人
が
い
る
。

山
本
「
又
手
紙
が
来
た
っ
て
？
」

原
田
「
あ
あ
、
今
度
は
ま
だ
は
が
さ
ず
に
持
っ
て
き
た
」

　
　
　
原
田
、
手
紙
を
出
す
。

　
　
　
皆
、
目
を
こ
ら
し
て
見
つ
め
る
。

　
　
　
原
田
、
ゆ
っ
く
り
と
手
紙
を
は
が
し
て
い
く
。

　
　
　
『
（
文
字
）
長
雨
に
祇
園
ば
や
し
が
コ
ン
チ
キ
チ
ン
、

　
　
　
　
長
刀
鉾
が
消
え
て
な
く
な
る
』

原
田
「
な
が
あ
め
に
ぎ
お
ん
ば
や
し
が
こ
ん
ち
き
ち
ん
、

　
な
ぎ
な
た
ぼ
こ
が
き
え
て
な
く
な
る
」
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木
村
、
メ
モ
を
し
て
い
る
。

　
　
　
皆
、
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
首
を
か
し
げ
る
。

　
　
　
文
字
が
消
え
て
い
く
。

皆
「
あ
っ
」

亜
紀
「
消
え
ち
ゃ
っ
た
」

木
村
「
（
メ
モ
を
見
て
）
長
雨
に
祇
園
ば
や
し
が
コ
ン
チ
キ
チ
ン
、

　
長
刀
ぼ
こ
が
消
え
て
な
く
な
る
。
間
違
い
な
い
よ
ね
？
」

　
　
　
皆
、
う
な
づ
く
。

山
本
「
と
い
う
こ
と
は
？
」

原
田
「
祇
園
祭
の
長
刀
ぼ
こ
が
消
え
て
な
く
な
る
、

　
と
い
う
こ
と
や
な
？
」

太
一
「
あ
の
長
刀
ぼ
こ
が
？
」

木
村
「
あ
り
え
る
わ
。
変
面
の
技
術
が
数
段
ア
ッ
プ
し
た

　
と
言
う
こ
と
か
し
ら
」

山
本
「
そ
う
だ
な
。
ま
、
と
に
か
く
兄
貴
に
は
伝
え
て
お
こ
う
。

　
７
月
に
入
っ
た
ら
こ
ま
め
に
長
刀
鉾
を
見
に
行
く
か
」

高
田
「
そ
う
や
ね
、
木
村
ち
ゃ
ん
。
今
の
う
ち
に
浴
衣
買
い
に
い
こ
。

　
今
年
の
は
や
り
は
白
が
基
調
や
て
」

木
村
「
そ
う
、
今
晩
四
条
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
は
し
ゃ
ぐ
木
村
と
高
田
。

　
　
　
亜
紀
と
太
一
が
見
つ
め
て
い
る
。

高
田
「
あ
ん
た
ら
も
皆
浴
衣
や
で
」

亜
紀
と
太
一
「
や
っ
た
ー
！
」
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あ
き
れ
て
見
つ
め
る
山
本
と
原
田
。

○
京
都
府
警
本
部
、
玄
関

　
　
　
『
京
都
府
警
本
部
』
と
あ
る
。

○
同
、
本
部
長
室
、
内

　
　
　
山
本
本
部
長
、
出
羽
と
亀
山
が
い
る
。

　
　
　
本
部
長
、
手
紙
を
手
に
し
て
、

本
部
長
「
君
た
ち
を
呼
ん
だ
の
は
、
変
面
か
ら
又

　
手
紙
が
来
た
か
ら
だ
、

　
『
長
雨
に
祇
園
ば
や
し
が
コ
ン
チ
キ
チ
ン
、

　
長
刀
ぼ
こ
が
消
え
て
な
く
な
る
』
」

出
羽
「
へ
ぇ
、
長
刀
ぼ
こ
が
消
え
て
な
く
な
る
？
」

　
　
　
出
羽
と
亀
山
、
顔
を
見
合
わ
せ
う
な
づ
く
。
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変
面
の
里

本
部
長
「
こ
こ
の
所
毎
日
の
よ
う
に
変
面
を
装
っ
て

　
い
た
ず
ら
手
紙
が
本
部
へ
来
る
。
私
に
は
特
別
な

　
情
報
源
が
あ
る
の
で
こ
れ
は
間
違
い
な
い
」

出
羽
「
そ
う
で
す
か
。
し
か
し
公
表
で
き
な
い
と
な
る
と
、

　
　
や
は
り
私
と
亀
山
と
が
張
り
込
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
な
」

本
部
長
「
そ
う
だ
。
申
し
訳
な
い
が
で
き
る
だ
け

　
応
援
は
す
る
か
ら
探
っ
て
み
て
く
れ
」

出
羽
「
は
、
了
解
し
ま
し
た
」

本
部
長
「
と
こ
ろ
で
広
隆
寺
の
ほ
う
は
？
」

　
　
　
亀
山
、
手
帳
を
め
く
り
、

亀
山
「
広
隆
寺
の
国
宝
は
こ
の
ま
ま
な
ら
文
化
庁
が
再
建
す
る

　
そ
う
で
す
。
来
年
の
今
頃
に
は
新
し
い
半
跏
像
が

　
安
置
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

本
部
長
「
変
面
は
ど
う
や
っ
て
仏
像
を
金
に
変
え
る
ん
や
ろ
な
？
」

　
　
　
出
羽
と
亀
山
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
う
な
づ
く
。

○
原
田
の
ア
パ
ー
ト
、
内

　
　
　
６
人
が
地
図
を
広
げ
て
い
る
。

山
本
「
去
年
の
祇
園
祭
の
３
２
台
の
山
車
の
位
置
を

だ
し

　
示
し
た
地
図
と
作
業
日
程
だ
」

高
田
「
ぎ
ょ
う
さ
ん
あ
る
ん
や
ね
え
？
」
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原
田
「
各
町
内
で
１
基
。
釘
を
１
本
も
使
わ
ず
に
、

　
約
１
ヶ
月
で
組
み
立
て
る
」

高
田
「
京
都
に
住
ん
で
て
ち
っ
と
も
知
ら
な
ん
だ
わ
」

木
村
「
四
条
通
の
大
丸
前
に
あ
る
の
が
ひ
と
際
大
き
な
長
刀
鉾
」

山
本
「
こ
の
緞
子
、
鉾
、
山
車
、
雅
楽
。

ど
ん
す

だ
し

　
全
て
が
国
宝
だ
」

木
村
「
祇
園
祭
は
実
は
７
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
て
、

　
山
鉾
巡
行
が
１
５
日
」

高
田
「
そ
の
前
の
日
が
宵
山
。
そ
の
又
前
の
日
が
宵
宵
山
。

　
夜
店
と
人
と
コ
ン
チ
キ
チ
ン
で
一
杯
。
浴
衣
浴
衣
浴
衣
！
」

　
　
　
４
人
浮
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
山
本
と
原
田
、
神
妙
な
顔
で
、

山
本
「
ど
う
や
っ
て
こ
の
長
刀
鉾
を
？
」

原
田
「
消
す
と
い
う
ん
や
ろ
か
？
」

○
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト

　
　
　
宵
山
の
風
景
。

　
　
　
長
刀
鉾
が
見
え
る
。

○
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト

　
　
　
静
か
な
山
奥
の
景
色
。

○
山
奥
の
峠

　
　
　
『
変
面
の
里
』
の
矢
印
と
標
識
が
見
え
る
。

　
　
　
横
に
地
蔵
が
あ
る
。

○
山
間
の
盆
地
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川
が
流
れ
て
い
る
。

　
　
　
変
面
一
味
が
作
業
を
し
て
い
る
。

　
　
　
大
型
ク
レ
ー
ン
が
見
え
る
。

○
同
、
建
て
屋
、
内

　
　
　
３
階
建
て
く
ら
い
の
建
屋
で
変
面
一
味
が
、

　
　
　
変
面
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
山
車
を
作
っ
て
い
る
。

　
　
　
長
刀
部
分
は
変
面
人
形
で
あ
る
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宵
宵
山

○
同
、
建
て
屋
、
外

　
　
　
忍
者
が
１
人
、
カ
セ
ッ
ト
を
入
れ
る
。

　
　
　
コ
ン
チ
キ
チ
ン
の
音
が
聞
こ
え
る
。

　
　
　
ク
レ
ー
ン
が
動
き
山
車
の
四
方
が
垂
れ
幕
で
覆
わ
れ
る
。

　
　
　
垂
れ
幕
は
長
刀
鉾
の
原
寸
大
の
絵
で
あ
る
。

　
　
　
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
が
現
れ
長
刀
鉾
の
絵
に
包
ま
れ
た
山
車
を

　
　
　
ク
レ
ー
ン
が
ト
レ
ー
ラ
ー
に
引
き
揚
げ
る
。

　
　
　
変
面
が
現
れ
る
。
一
味
が
整
列
す
る
。

　
　
　
一
味
は
５
０
人
ほ
ど
。
黒
と
赤
の
忍
者
姿
で
あ
る
。

変
面
「
準
備
は
整
っ
た
！
」

一
味
全
員
「
オ
ー
ッ
！
」

変
面
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
ヘ
ン
メ
ー
ン
！
」

一
味
全
員
「
ヘ
ン
メ
ー
ン
！
」

　
　
　
変
面
、
白
馬
に
ま
た
が
る
。

　
　
　
ク
レ
ー
ン
車
と
ト
レ
ー
ラ
ー
が
続
く
。

　
　
　
忍
者
達
が
前
後
を
綱
で
引
っ
張
っ
て
い
る
。

位
置
も
全
員
「
（
ゆ
っ
く
り
）
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

○
山
道
、
夕

　
　
　
ゆ
っ
く
り
と
山
道
を
下
る
変
面
一
味
の
姿
。
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○
四
条
通
、
夕

　
　
　
宵
宵
山
の
人
波
。

　
　
　
長
刀
鉾
。
コ
ン
チ
キ
チ
ン
の
音
。

　
　
　
夜
店
。
浴
衣
の
人
々
。

○
同
、
室
町
通
、
夕

　
　
　
す
ご
い
人
波
。
た
く
さ
ん
の
夜
店
。

　
　
　
蟷
螂
鉾
。

○
同
、
長
刀
鉾
前
、
夜

　
　
　
す
ご
い
人
波
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
の
姿
が
見
え
る
。

　
　
　
長
刀
鉾
。
コ
ン
チ
キ
チ
ン
の
音
。

　
　
　
山
車
の
上
で
演
奏
し
て
い
る
。

　
　
　
長
い
引
き
手
棒
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
出
羽
、
大
車
輪
の
脇
で
上
を
見
上
げ
な
が
ら
、

出
羽
「
こ
の
調
子
じ
ゃ
ど
う
や
っ
て
こ
の
長
刀
鉾
を

　
消
す
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ん
？
」

亀
山
「
そ
う
で
す
ね
。
ト
ン
ネ
ル
は
掘
れ
へ
ん
や
ろ
し
。

　
夜
通
し
人
は
多
い
や
ろ
し
」

出
羽
「
そ
う
や
な
あ
？
」

　
　
　
上
か
ら
役
員
ら
し
き
人
が
下
り
て
く
る
。

出
羽
「
あ
、
ち
ょ
っ
と
す
み
ま
せ
ん
。
役
員
の
方
で
す
か
？
」

役
員
「
そ
う
で
す
が
」

出
羽
「
私
、
こ
う
い
う
者
で
す
」
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出
羽
、
警
察
手
帳
を
見
せ
る
。

役
員
「
は
あ
、
警
察
の
方
が
何
か
？
」

　
　
　
出
羽
、
手
紙
の
コ
ピ
ー
を
見
せ
る
。

出
羽
「
実
は
こ
ん
な
手
紙
が
き
と
り
ま
し
て
」

　
　
　
役
員
、
ち
ら
と
文
面
を
見
て
、

役
員
「
あ
あ
こ
れ
。
八
坂
神
社
の
総
代
会
で
い
う
と
り

　
ま
し
た
が
、
い
た
ず
ら
や
と
思
う
け
ど
一
応
注
意

　
し
と
い
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
」

出
羽
「
ま
、
府
警
か
ら
も
警
備
に
は
つ
き
ま
す
が
、
不
審
者

　
等
あ
り
ま
し
た
ら
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
警
察
に
」

役
員
「
は
あ
、
お
お
き
に
。
あ
り
が
と
う
さ
ん
で
す
」

　
　
　
役
員
、
礼
を
し
て
去
っ
て
い
く
。

出
羽
「
今
で
も
火
炎
瓶
と
か
投
石
と
か
の
脅
し
が
結
構
あ
る
ら
し
い
」

亀
山
「
変
な
や
つ
は
今
も
昔
も
必
ず
い
ま
す
か
ら
ね
」

出
羽
「
そ
や
、
み
な
め
だ
ち
た
が
り
や
」

亀
山
「
変
面
も
そ
う
で
す
か
ね
？
」

出
羽
「
そ
の
際
た
る
も
の
や
！
」

○
室
町
、
蟷
螂
鉾
、
夜

　
　
　
人
波
。
浴
衣
。
夜
店
。

　
　
　
浴
衣
姿
の
６
人
が
い
る
。

　
　
　
山
本
が
あ
っ
ち
を
指
差
す
。

　
　
　
皆
が
そ
っ
ち
へ
歩
み
だ
す
。
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長
刀
鉾

○
長
刀
鉾
、
車
輪
下
、
夜

　
　
　
６
人
が
鉾
を
見
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
役
員
が
一
人
鉾
に
登
ろ
う
と
す
る
。

山
本
「
あ
の
、
ち
ょ
っ
と
す
み
ま
せ
ん
」

原
田
「
一
晩
中
コ
ン
チ
キ
チ
ン
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」

役
員
「
そ
ん
な
事
あ
り
ま
せ
ん
。
１
２
時
に
な
っ
た
ら
皆
帰
り
ま
す
」

山
本
「
ど
う
も
」

　
　
　
役
員
、
上
に
上
が
る
。

　
　
　
警
察
の
警
備
が
つ
い
て
い
る
。

原
田
「
ど
う
や
っ
て
消
す
ん
や
ろ
う
？
」

山
本
「
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ん
？
明
日
宵
山
や
か
ら
、
や
る
と
し
た
ら

　
今
晩
か
明
日
の
晩
。
明
日
は
朝
ま
で
見
張
っ
て
て
み
よ
う
か
？
」

原
田
「
そ
や
な
。
そ
れ
し
か
な
い
な
」

　
　
　
コ
ン
チ
キ
チ
ン
が
響
い
て
い
る
。

　
　
　
宵
宵
山
の
夜
が
更
け
て
い
く
。

○
原
田
の
ア
パ
ー
ト
、
内

　
　
　
６
人
が
い
る
。

山
本
「
連
中
が
や
る
と
し
た
ら
明
け
方
の
３
時
か
ら
５
時
ま
で
の
間
が

　
一
番
可
能
性
大
だ
な
」

原
田
「
そ
や
、
町
明
か
り
が
暗
う
な
っ
て
車
も
人
も
極
端
に
減
っ
て
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長
刀
鉾
は
無
防
備
に
な
る
」

木
村
「
も
う
そ
の
時
し
か
な
い
ね
」

高
田
「
そ
や
、
今
日
宵
山
で
明
日
は
山
鉾
巡
行
や
し
、
今
夜
し
か
な
い
」

亜
紀
「
で
も
、
ど
う
や
っ
て
見
張
る
の
？
」

山
本
「
そ
れ
な
ん
だ
よ
な
」

太
一
「
あ
す
こ
は
？
大
き
な
ゴ
ミ
箱
あ
っ
た
よ
ね
」

原
田
「
た
し
か
に
。
だ
け
ど
小
さ
い
よ
」

山
本
「
ま
て
よ
。
太
一
と
亜
紀
と
交
替
で
見
張
っ
て
我
々
は
車
で

　
待
機
っ
て
の
は
ど
う
だ
？
」

木
村
「
そ
れ
、
そ
れ
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

　
　
　
皆
、
う
な
づ
く
。

○
京
都
府
警
本
部
、
玄
関

　
　
　

○
同
、
本
部
長
室
、
内

　
　
　
山
本
本
部
長
と
出
羽
、
亀
山
が
い
る
。

出
羽
「
と
い
う
わ
け
で
、
鉾
の
役
員
は

　
い
た
ず
ら
だ
と
決
め
付
け
て
お
り
ま
す
」

本
部
長
「
ふ
む
。
私
は
間
違
い
な
く
明
日
未
明
か
山
鉾
巡
行

　
の
最
中
に
で
も
何
か
が
起
こ
る
と
思
う
が
？
」

亀
山
「
巡
行
中
は
す
ご
い
人
な
の
で
多
分
明
日
未
明
が

　
一
番
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
」

本
部
長
「
ふ
む
、
見
張
る
か
？
」
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亀
山
「
長
刀
鉾
の
ち
ょ
う
ど
向
か
い
側
の
あ
た
り
で
未
明
ま
で
？
」

出
羽
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
格
好
を
し
て
見
張
っ
て
見
ま
す
わ
」

本
部
長
「
よ
し
分
か
っ
た
、
そ
う
し
て
み
て
く
れ
。
わ
た
し
も
ず
っ
と

　
こ
こ
に
い
る
か
ら
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
電
話
し
て
く
れ
」

出
羽
と
亀
山
「
は
、
了
解
し
ま
し
た
」

　
　
　
二
人
、
本
部
長
に
敬
礼
す
る
。

　
　
　
本
部
長
、
う
な
づ
き
な
が
ら
返
礼
す
る
。



14

四
条
通

○
白
川
通
り
、
夕

　
　
　
偽
の
パ
ト
カ
ー
に
先
導
さ
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

　
　
　
ク
レ
ー
ン
車
と
山
鉾
を
乗
せ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
が
続
く
。

　
　
　
山
鉾
は
四
方
を
長
刀
鉾
の
絵
で
包
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　

○
イ
メ
ー
ジ
、
四
条
界
隈
、
夜

　
　
　
宵
山
。
す
ご
い
人
波
。

○
イ
メ
ー
ジ
、
室
町
界
隈
、
夜

　
　
　
宵
山
の
す
ご
い
人
波
。

○
時
計

　
　
　
時
計
が
１
２
時
を
指
し
て
い
る
。

○
四
条
通
、
長
刀
鉾
、
夜

　
　
　
長
刀
鉾
、
人
通
り
は
少
な
い
。

　
　
　
山
鉾
の
演
奏
者
が
上
か
ら
下
り
て
く
る
。

　
　
　

　
　
　
街
灯
が
消
え
て
薄
暗
く
な
る
。

　
　
　
警
備
員
が
長
刀
鉾
の
前
後
で
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。

○
向
か
い
側
の
歩
道
、
夜

　
　
　
出
羽
と
亀
山
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
も
っ
て
現
れ
る
。

　
　
　
ビ
ル
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
前
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
敷
く
出
羽
。

　
　
　
見
張
る
亀
山
。

○
時
計
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時
計
が
午
前
２
時
を
指
し
て
い
る
。

○
向
か
い
側
の
歩
道
、
夜

　
　
　
交
替
す
る
出
羽
と
亀
山
。

○
仏
光
寺
前
の
路
上
、
夜

　
　
　
ワ
ゴ
ン
が
止
ま
る
。

　
　
　
６
人
が
下
り
て
き
て
う
し
ろ
か
ら

　
　
　
緑
色
の
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
下
ろ
す
。

　
　
　
６
人
、
緑
箱
を
運
ぶ
。

○
暗
が
り
の
小
路
、
夜

　
　
　
６
人
、
緑
箱
を
運
ん
で
い
る
。

山
本
「
こ
こ
か
ら
が
１
番
近
い
」

原
田
「
皆
こ
こ
で
待
っ
て
て
。
太
一
！
い
く
ぞ
！
」

太
一
「
あ
い
よ
！
」

　
　
　
原
田
と
太
一
、
緑
箱
を
抱
え
て
四
条
通
に
出
る
。

○
四
条
通
、
向
か
い
の
歩
道
、
夜

　
　
　
向
か
い
に
長
刀
鉾
が
見
え
る
。

　
　
　
警
備
員
二
人
は
眠
っ
て
い
る
。

　
　
　
緑
箱
を
抱
え
て
歩
む
原
田
と
太
一
。

　
　
　
先
の
ほ
う
で
出
羽
と
亀
山
が
寝
て
い
る
。

原
田
「
ホ
ー
ム
レ
ス
が
寝
て
い
る
か
ら
こ
っ
ち
の
ほ
う
に
し
よ
う
」

　
　
　
太
一
、
う
な
づ
く
。

　
　
　
二
人
、
緑
の
消
火
栓
の
脇
に
緑
箱
を
置
く
。

原
田
「
こ
こ
が
い
い
」



16

○
箱
の
中

　
　
　
切
り
込
み
窓
か
ら
向
こ
う
の
長
刀
鉾
が
よ
く
見
え
る
。

○
箱
の
外

　
　
　
切
り
込
み
窓
か
ら
二
人
の
目
が
見
え
て
い
る
。

　
　
　
向
こ
う
で
出
羽
と
亀
山
が
寝
て
い
る
。

　
　
　
さ
ら
に
向
こ
う
の
角
に
山
本
た
ち
が
見
え
る
。

○
ワ
ゴ
ン
、
内
、
夜

　
　
　
亜
紀
、
木
村
、
高
田
が
乗
り
込
む
。
最
後
に
山
本
、

山
本
「
太
一
が
起
こ
し
に
来
る
ま
で
休
ん
ど
こ
う
」

皆
「
賛
成
！
」

　
　
　
皆
、
寝
る
。
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長
刀
鉾
？

○
時
計

　
　
　
時
計
が
午
前
４
時
を
さ
し
て
い
る
。

　
　
　
眠
り
こ
け
る
警
備
員
と
出
羽
、
亀
山
。

○
向
こ
う
の
歩
道
、
真
夜
中

　
　
　
緑
の
箱
の
小
窓
か
ら
二
人
が
覗
い
て
い
る
。

○
緑
の
箱
、
内

　
　
　
小
窓
か
ら
長
刀
鉾
が
見
え
る
。

　
　
　

○
時
計

　
　
　
時
計
が
４
時
過
ぎ
を
指
し
て
い
る
。

○
四
条
通
、
真
夜
中

　
　
　
烏
丸
通
か
ら
点
滅
パ
ト
カ
ー
が
現
れ
る
。

　
　
　
つ
づ
い
て
大
型
ク
レ
ー
ン
。
さ
ら
に

　
　
　
偽
物
の
長
刀
鉾
を
載
せ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
が
現
れ
る
。

○
箱
の
中

　
　
　
驚
く
二
人
。

原
田
「
太
一
、
皆
に
知
ら
せ
て
来
い
！
」

太
一
「
あ
い
よ
！
」

○
暗
い
小
路
、
真
夜
中

　
　
　
ワ
ゴ
ン
が
止
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
皆
眠
っ
て
い
る
。

　
　
　
太
一
が
現
れ
ド
ア
を
叩
く
。
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太
一
「
長
刀
鉾
が
も
う
一
つ
現
れ
ま
し
た
。
至
急
来
て
く
だ
さ
い
！
」

　
　
　
皆
起
き
よ
う
と
す
る
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
無
く

　
　
　
い
い
匂
い
が
し
て
き
て
再
び
眠
る
。

　
　
　
太
一
も
そ
の
場
で
眠
り
込
む
。

○
四
条
通
、
真
夜
中

　
　
　
車
も
人
も
皆
眠
っ
て
い
る
。

　
　
　

○
箱
の
中
、
真
夜
中

　
　
　
原
田
が
小
窓
か
ら
覗
い
て
い
る
。

　
　
　
本
物
の
長
刀
鉾
に
偽
物
の
長
刀
鉾
が

　
　
　
横
付
け
し
て
ト
レ
ー
ラ
ー
が
止
ま
る
。

　
　
　
原
田
、
に
お
い
を
感
じ
小
窓
を
ほ
ぼ
閉
じ
て
、

　
　
　
口
に
タ
オ
ル
を
当
て
る
。

○
四
条
通
、
真
夜
中

　
　
　
偽
物
の
長
刀
鉾
の
幕
の
中
か
ら
１
０
数
人
の
忍
者
が
現
れ
る
。

　
　
　
ク
レ
ー
ン
と
忍
者
と
で
偽
物
の
長
刀
鉾
を
下
ろ
す
と

　
　
　
す
ば
や
く
本
物
の
長
刀
鉾
を
ト
レ
ー
ラ
ー
に
移
動
す
る
。

　
　
　
本
物
の
長
刀
鉾
、
パ
ト
カ
ー
に
先
導
さ
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
す
。

　
　
　
鉾
の
四
方
か
ら
大
き
な
垂
れ
幕
が
下
が
る
。

　
　
　
垂
れ
幕
に
は
大
き
な
変
面
の
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。

○
緑
の
箱
の
中

　
　
　
唖
然
と
す
る
原
田
。

○
四
条
通
、
真
夜
中
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河
原
町
を
長
刀
鉾
が
曲
が
っ
て
消
え
て
い
く
。

　
　
　
ｘ
　
ｘ
　
ｘ

　
　
　
四
条
通
が
明
る
く
な
る
。

　
　
　
車
や
人
が
動
き
出
す
。

　
　
　
出
羽
、
目
を
覚
ま
し
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
が
、

　
　
　
長
刀
鉾
の
幕
を
見
て
安
心
し
又
寝
る
。

○
時
計

　
　
　
時
計
が
４
時
半
を
指
し
て
い
る
。

　
　
　

○
四
条
通
、
長
刀
鉾

　
　
　
警
備
員
、
出
羽
、
亀
山
が
起
き
上
が
る
。

　
　
　
役
員
が
ひ
と
り
や
っ
て
き
て
幕
を
見
上
げ
不
審
が
る
。

　
　
　
役
員
、
幕
を
め
く
り
中
を
覗
き
込
む
。

役
員
「
た
い
へ
ん
だ
ー
！
」
の
叫
び
声
が
響
く
。

　
　
　
出
羽
、
亀
山
、
警
備
員
が
飛
ん
で
く
る
。

　
　
　
役
員
、
上
を
指
差
す
。

　
　
　
皆
、
ゆ
っ
く
り
と
見
上
げ
る
。

皆
「
な
ん
だ
こ
り
ゃ
ー
？
」

○
変
面
鉾

　
　
　
本
物
の
長
刀
鉾
が
変
面
鉾
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
壁
面
は
大
き
な
変
面
の
絵
。

　
　
　
長
刀
部
分
は
変
面
の
フ
ィ
ギ
ア
。

　
　
　
驚
く
み
ん
な
の
唖
然
と
し
た
顔
。



20
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変
面
鉾

○
京
都
府
警
本
部
、
玄
関

　
　

○
同
、
本
部
長
室
、
内

　
　
　
電
話
が
鳴
る
。

　
　
　
仮
眠
の
本
部
長
が
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
飛
び
上
が
る
。

本
部
長
「
な
ん
だ
っ
て
？
と
に
か
く
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

　
マ
ス
コ
ミ
に
は
極
秘
だ
。
あ
と
３
時
間
で
巡
行
が
始
ま
る
」

　
　
　
本
部
長
、
電
話
を
切
っ
て
宙
を
に
ら
む
。

本
部
長
「
ま
た
し
て
も
や
ら
れ
た
」

○
山
鉾
巡
行
、
四
条
通

　
　
　
歩
道
に
黒
山
の
観
光
客
。

　
　
　
警
官
と
役
員
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
叫
ん
で
い
る
。

警
官
「
車
道
に
は
出
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
も
な
く
鉾
が
来
ま
す
！
」

役
員
「
今
年
は
都
合
に
よ
り
長
刀
鉾
は
最
後
に
な
り
ま
す
！
」

観
光
客
「
長
刀
鉾
は
最
後
ら
し
い
？
」

○
山
鉾
巡
行
、
室
町
通

　
　
　
山
鉾
巡
行
が
始
ま
る
。

　
　
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
最
高
映
像
が
つ
づ
く
。

○
長
刀
鉾
の
大
垂
れ
幕
に
包
ま
れ
た
鉾

　
　
　
最
後
に
４
面
を
長
刀
鉾
の
絵
に
包
ま
れ
た
鉾
が
現
れ
る
。
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『
本
年
は
都
合
に
よ
り
お
見
せ
で
き
ま
せ
ん
』

　
　
　
の
垂
れ
幕
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
観
光
客
が
ブ
ー
ブ
ー
言
い
始
め
る
。

　
　
　
警
官
と
役
員
が
な
だ
め
よ
う
と
す
る
が
、

　
　
　
騒
ぎ
は
大
き
く
な
る
。

　
　
　
と
う
と
う
数
人
の
若
者
が
幕
を
引
き
ち
ぎ
っ
た
。

大
観
衆
「
お
ー
っ
！
」

　
　
　
驚
き
の
大
歓
声
が
上
が
る
。

　
　
　
そ
こ
に
は
天
に
そ
び
え
る
変
面
人
形
。

　
　
　
変
面
の
大
き
な
顔
が
３
面
に
描
か
れ
、

　
　
　
後
ろ
の
面
に
大
き
く
、

　
　
　
『
確
か
に
長
刀
鉾
は
い
た
だ
い
た
。
怪
盗
変
面
』

　
　
　
と
書
い
て
あ
る
。

○
京
都
府
警
本
部
、
玄
関

　
　
　
正
面
脇
に
変
面
鉾
が
あ
る
。

○
同
、
記
者
会
見
場
、
内

　
　
　
長
机
、
本
部
長
、
出
羽
、
亀
山
が
座
っ
て
い
る
。

　
　
　
記
者
数
十
人
。
忍
者
が
一
人
後
ろ
に
座
っ
て
い
る
。

記
者
１
「
何
の
予
告
も
無
か
っ
た
の
で
す
か
？
」

本
部
長
「
前
の
事
件
以
来
い
た
ず
ら
情
報
が
多
く
・
・
」

記
者
１
「
そ
の
中
に
今
回
の
予
告
は
？
」

本
部
長
「
あ
り
ま
し
た
。
が
、
い
た
ず
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
の
で
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公
表
せ
ず
、
出
羽
と
亀
山
を
張
り
込
ま
せ
ま
し
た
」

記
者
２
「
何
故
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
？
」

本
部
長
「
そ
り
ゃ
あ
な
た
。
あ
の
長
刀
鉾
が
盗
ま
れ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
す

か
？
」

記
者
２
「
む
む
。
そ
れ
で
は
出
羽
警
部
に
お
聞
き
し
ま
す
。
宵
山
の
夜
か
ら

　
翌
朝
ま
で
ず
っ
と
見
張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
？
」

出
羽
「
も
ち
ろ
ん
ず
っ
と
見
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。
あ
っ
！
」
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長
刀
鉾
は
ど
こ
へ
？

○
イ
メ
ー
ジ
、
四
条
通
、
夜
明
け

　
　
　
出
羽
、
目
を
覚
ま
し
て
長
刀
鉾
の
幕
を
確
認
し
て
又
寝
る
。

○
元
の
記
者
会
見
室
、

　
　
　
記
者
が
質
問
し
、
出
羽
が
答
え
て
い
る
。

記
者
２
「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
、
な
に
か
？
」

出
羽
「
あ
の
時
も
う
長
刀
鉾
は
幕
に
覆
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
鉾
が
な
ん
と
な
く
ひ
ら
ひ
ら
し
て
お
り
ま
し
た
か
ら
」

亀
山
「
私
は
寝
て
ま
し
た
、
す
み
ま
せ
ん
。
夜
明
け
前
の
４
時
か
ら
５
時

　
ま
で
の
間
に
長
刀
鉾
は
交
換
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」

本
部
長
「
い
ず
れ
に
し
て
も
人
的
被
害
は
皆
無
で
す
し
、
証
拠
品
の

　
変
面
鉾
は
確
保
し
て
あ
り
ま
す
の
で
逮
捕
は
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
ま
す
」

記
者
２
「
彼
ら
の
基
地
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
？
」

本
部
長
「
そ
れ
が
さ
っ
ぱ
り
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
」

記
者
２
「
京
都
の
北
方
で
す
か
？
」

本
部
長
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」

　
　
　
１
番
後
ろ
の
席
で
忍
者
が
一
人
う
な
づ
い
て
い
る
。

　
　
　
い
ぶ
か
し
げ
に
そ
れ
を
見
つ
め
る
記
者
が
い
る
。

○
山
奥
の
遠
景
、
夏

　
　
　

○
同
、
山
道
、
木
立
の
中
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長
刀
鉾
が
動
い
て
い
る
。

　
　
　
見
晴
ら
し
の
い
い
丘
に
出
る
。

　
　
　
眼
下
に
小
さ
な
盆
地
が
見
え
る
。

　
　
　
中
央
に
川
が
流
れ
て
い
る
。

　
　
　
丘
の
木
蔭
に
地
蔵
が
あ
る
。

　
　
　
忍
者
の
一
人
が
地
蔵
の
頭
に
手
を
載
せ
る
。

　
　
　
空
間
が
大
き
く
開
い
て
同
じ
道
が
見
え
る
。

　
　
　
道
端
に
変
面
の
里
の
標
識
。

　
　
　
長
刀
鉾
、
空
間
に
入
る
。

　
　
　
空
間
が
閉
じ
て
元
の
景
色
に
戻
る
。

○
変
面
の
里

　
　
　
同
じ
景
色
の
中
を
長
刀
鉾
が
坂
道
を
下
っ
て
進
ん
で
い
く
。

　
　
　
盆
地
の
中
央
に
川
が
流
れ
て
い
て
広
場
が
あ
る
。

　
　
　
向
こ
う
の
高
台
に
天
文
台
と
自
由
の
女
神
が
見
え
る
。

　
　
　
広
場
の
中
央
に
鏡
餅
の
よ
う
な
本
部
棟
。

　
　
　
変
面
の
旗
が
な
び
い
て
い
る
。

　
　
　
ゆ
っ
く
り
と
長
刀
鉾
が
下
っ
て
い
く
。

○
映
画
村
、
内

　
　
　
撮
影
風
景
。

　
　
　

○
セ
ッ
ト
脇

　
　
　
６
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
山
本
が
新
聞
を
広
げ
る
。

○
新
聞
、
見
出
し
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『
大
型
窃
盗
団
、
長
刀
鉾
を
盗
む
！
』

○
新
聞
、
写
真

　
　
　
変
面
鉾
の
写
真
の
大
写
し
。

○
驚
く
６
人
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
完
－
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

消えた長刀鉾（映画村探偵団２）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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